
第３回稲沢市地域福祉計画策定委員会 会議録 

日時：令和２年２月３日（月）午後１時３０分 

場所：稲沢市役所政策審議室 

 

１ あいさつ 

２ 協議事項 

（１）パブリックコメントについて 

（２）地域福祉計画案について 

（３）その他 

３ その他 

 

協議事項 

（１）パブリックコメントについて 

 事務局：資料説明 

 委 員：資料の７で削除するとされているが、P32をみると削除されていない。どうい

うことか。 

 事務局：この会議で検討した上で削除すると考えている。 

 委員長：厳しい意見が多いと思う。目標指標は、現在の案でよいのか。 

 委 員：資料には、「文意等を損なわない程度に要旨を加筆修正しています」とあるが、

原文のニュアンスはどうだったか。 

 事務局：厳しい意見については、ほぼそのまま掲載した。 

 委 員：意見の発言者は、解決策を書いていたか。 

 事務局：解決策の記入はなかった。 

 委員長：策定委員会への回答はこの資料だが、ほかの場面での公式な発表もこの資料と

なるのか。 

 事務局：この資料となる。今回の計画では、相談ワンストップを整備すること等を重点

として実現していきたい。 

 委員長：日頃から、こういうものがあれば常に言っていくことが必要だと思う。 

 

（２）地域福祉計画案について 

 委 員：意見交換会の意見（P31）に、「移動」とある。移動を支援することはいいが、

事故への対策などは公式に検討しておいていただきたいと思う。 

 事務局：検討したいと思う。 

 委 員：先日、事件があったが、ニートやひきこもりなどの実態把握はされているか。 

 事務局：調査は行っていないが、相談が入ってくることは多い。地域包括支援センター

など、高齢者支援の窓口から情報が寄せられることが多い。 

 委 員：P31の「移動」の２行目、「登録して助け合う」とあるが、一宮ではこうした

ことに取組む組織がある。稲沢でも組織化を検討する必要があるのではないか。 

 事務局：今後、研修会などを通じて新たな事業の立ち上げを検討していきたい。 

 委 員：一宮市民病院の利用については、有償ボランティアによる送迎サービスがある。

稲沢市民でも利用でき、一般的なサービスよりも安価で助かる。病院など、限定的な目



的地だけでもいいので、移動支援が充実されるとありがたい。 

 委 員：稲沢でも、４月から「おでかけタクシー」が実施される。 

 事務局：有償ボランティアについては、力を入れて進めていきたいと考えている。 

 委員長：ニートやひきこもりの相談は、どこにするのか。 

 事務局：福祉総合相談で受ける形となる。断らない相談支援をめざすということで、今

後も力を入れていきたい。 

 

 

（３）その他 

 事務局より、計画書の配布先を説明。 

 委 員：ぜひ、児童センターにも配布してほしい。 

 事務局：そうさせていただく。 

 事務局より、今後の予定を説明。 

 

 

以上 


